
― 19 ―

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
意
見
交
換
を
踏
ま
え
て
、
三
つ
の
分

野
の
連
携
と
今
後
の
め
ざ
す
べ
き
方
向
に
つ
い
て
の
若
干
の
私
見
を
含
め

て
述
べ
る
。

二
　
対
照
言
語
学
的
な
視
点
か
ら
見
た
借
用
語

　
―
日
韓
外
来
語
の
受
け
入
れ
の
現
状
に
つ
い
て
―

こ
こ
で
は
対
照
言
語
学
的
な
観
点
か
ら
見
た
借
用
語
、
そ
の
中
で
も
外

来
語
に
焦
点
を
当
て
て
論
じ
た
内
容
の
概
要
を
報
告
す
る
。

他
言
語
か
ら
の
借
用
は
、
多
く
の
言
語
で
観
察
さ
れ
る
。
借
用
の
時
期

に
ず
れ
は
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
日
本
語
だ
け
で
な
く
韓
国
語
に
お
い
て

も
同
様
の
現
象
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
言
語
的
類
似
性
を
多
く
有
す
る

日
本
語
と
韓
国
語
の
両
言
語
を
対
象
と
し
、
新
聞
記
事
に
見
ら
れ
る
外
来

語
を
語
彙
、
文
法
、
文
字
・
表
記
と
い
う
三
つ
の
側
面
か
ら
パ
イ
ロ
ッ
ト

調
査
を
行
っ
た
。

外
来
語
の
受
け
入
れ
方
や
現
状
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
資
料
と
し
て

は
、
日
本
の
『
毎
日
新
聞
』
と
韓
国
の
『
동
아
일
보
（
東
亜
日
報
）』（
い

ず
れ
の
新
聞
も
二
〇
一
八
年
一
月
～
三
月
、
毎
週
木
曜
日
刊
行
の
社
会

一
　
ま
え
が
き

日
本
は
早
い
時
期
か
ら
中
国
由
来
の
漢
語
や
、
英
語
及
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
諸
言
語
か
ら
数
多
く
の
語
彙
を
借
用
し
て
い
る
（
松
井
一
九
八
二
、
조

二
〇
一
四
な
ど
）。
特
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
よ
っ
て
新
し
い
概

念
や
物
事
を
表
す
た
め 

、
外
来
語
流
入
が
急
激
な
勢
い
で
進
行
し
て
い

る
。
ま
た
、
外
国
人
の
受
け
入
れ
を
拡
大
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
府
の
最
近

の
政
策
か
ら
考
え
て
も
、
そ
の
勢
い
は
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
第
四
十
二
回
筑
波
大
学
日
本
語
日
本
文
学
会

に
お
け
る
「
借
用
語
と
日
本
社
会
」
と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
言

語
、
文
学
、
教
育
の
三
つ
の
異
な
る
分
野
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
筆
者

の
言
語
分
野
か
ら
は
借
用
語
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
か
を
見
る
た

め
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
筆
者
が
発
表
し
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
調
査
の
結
果

を
報
告
す
る
。
次
に
、
筆
者
の
専
門
外
の
分
野
で
は
同
じ
考
察
対
象
を
ど

の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
か
を
見
る
た
め
、
筆
者
以
外
の
各
パ
ネ
リ
ス
ト
の

発
表
内
容
を
簡
単
に
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
発
表
内
容

　
　
語
学
・
文
学
・
教
育
に
お
け
る
借
用
に
関
す
る
再
考

　
　
　
　
　
　
―
「
借
用
語
と
日
本
社
会
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
振
り
返
っ
て
―林

　
　
　
廷
　
修
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面
）
を
使
用
し
た
。
こ
こ
で
毎
週
木
曜
日
と
限
定
し
た
の
は
、
週
末
や
休

日
、
特
定
ト
ピ
ッ
ク
な
ど
に
よ
る
外
来
語
へ
の
影
響
を
排
除
す
る
た
め
で

あ
り
、
一
年
間
に
お
け
る
曜
日
ご
と
の
休
日
を
調
査
し
た
結
果
、
両
国
と

も
に
木
曜
日
が
そ
の
影
響
の
最
も
小
さ
い
日
で
あ
っ
た
。
調
査
方
法
と
し

て
は
、
ま
ず
、
新
聞
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
外
来
語
の
す
べ
て
を
目
視
で

抽
出
し
た
。
そ
の
際
、
ウ
ェ
ブ
上
の
国
語
辞
書（
１
）で
原
語
表
記
さ
れ
て
い
る

も
の
を
基
本
的
に
外
来
語
と
見
な
し
た
が
、
こ
の
他
に
も
和
製
外
来
語

（
例
：
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
）、
韓
製
外
来
語
（
例
：
퀵
서
비
스

（quick service

））、
混
種
語
も
取
り
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
合
成
語

（
例
：
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
（SN

S

））
の
場
合
は

そ
の
ま
ま
を
一
つ
の
外
来
語
と
し
て
扱
い
、
略
し
た
頭
字
語
も
抽
出
し

た
。
但
し
、
人
名
、
地
名
、
国
名
、
企
業
名
の
固
有
名
詞
は
除
外
し
た
。

次
に
、
各
外
来
語
が
ど
の
用
法
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る
た

め
、
使
用
外
来
語
を
基
準
と
し
た
前
後
関
係
と
文
中
で
の
は
た
ら
き
な
ど

を
総
合
的
に
考
慮
し
、
各
外
来
語
の
品
詞
を
判
断
し
た
。

調
査
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
語
彙
的
側
面
で
は
日
本
語
が
韓
国
語
よ
り

外
来
語
の
全
体
的
な
使
用
頻
度（
２
）が
高
い
こ
と
と
、
外
来
語
の
種
類
が
多
岐

に
渡
っ
て
い
る
（
異
な
り
延
べ
比（
３
）が
日
本
語
は
〇
・
三
九
三
、
韓
国
語
は

〇
・
三
〇
七
）
こ
と
の
二
つ
を
指
摘
し
た
。
前
者
の
使
用
頻
度
に
関
し
て

は
、
定
量
的
に
再
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
、
従
来
の
研
究
結
果
（
中
村 

一
九
六
八
、
申
二
〇
一
〇
な
ど
）
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
一
方
、
後
者
の
外
来
語
語
彙
の
多
様
性
に
関
し
て
は
、
以
前
あ
ま
り

議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
こ
こ
で
あ
る
程
度
の
傾
向
が
認
め
ら
れ

た
。
そ
れ
に
加
え
て
、
日
本
語
は
外
来
語
と
置
換
可
能
な
和
語
や
漢
語
が

存
在
す
る
（
六
三
・
七
％
）
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
く
の
外
来
語
を
使
用
す

る
点
で
、
韓
国
語
（
五
三
・
一
％
）
と
対
照
的
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し

た
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

⑴ �

同
館
は
「
レ
ア
【
→
稀
】
な
姿
に
会
え
る
の
は
冬
場
だ
け
」
と
、

雪
国
「
青
森
県
」
も
併
せ
て
Ｐ
Ｒ
。
　
　
　

�

（
毎
日
新
聞
、
二
〇
一
八
年
一
月
四
日
）

⑵ ��

17
일
에
는 

전
자
댄
스
뮤
직
（ED

M

）
과 

′
치
맥 

（
치
킨
과 

맥

주
）′

파
티
【
→
모
임
（
集
ま
り
）】
를 

결
합
한 

스
키 

페
스
티
벌

【
→
축
제
（
祝
祭
）】
도 

열
린
다
．

　 ��（
十
七
日
に
は
電
子
ダ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
（ED

M

）
と
「
チ
メ

ク
（
チ
キ
ン
と
ビ
ー
ル
）」
パ
ー
テ
ィ
ー
を
結
合
し
た
ス
キ
ー
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
も
開
か
れ
る
。）

�

（
동
아
일
보
、
二
〇
一
八
年
三
月
十
五
日
、
筆
者
訳
）

次
に
文
法
的
側
面
で
は
、
大
体
の
外
来
語
が
名
詞
、
動
詞
、
形
容
動
詞

（
韓
国
語
の
「
형
용
사
（
形
容
詞
）」）
の
用
法
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
と
、
日
本
語
の
方
（
一
・
九
％
）
が
韓
国
語
（
一
・
二
％
）
に
比
べ

て
よ
り
多
様
な
品
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
傾
向
を
確
認
し
た
。
（3a）
～

（3c）
の
例
で
分
か
る
よ
う
に
、
日
本
語
に
お
け
る
「
オ
ー
プ
ン
」
が
そ
れ
ぞ

れ
名
詞
、
動
詞
、
形
容
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。
反
面
、
（4a）
と
（4b）
の
韓
国
語
に
お
け
る
「
인
터
뷰
（interview

）」

は
、
名
詞
と
動
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

（3a） �
千
葉
県
富
津
市
の
潮
干
狩
り
場
で
二
十
日
、
オ
ー
プ
ン
（
三
月
十

八
日
）
を
控
え
た
「
試
し
掘
り
」
が
あ
っ
た
。【
名
詞
用
法
】

�

（
毎
日
新
聞
、
二
〇
一
八
年
二
月
二
十
二
日
）

（3b）  �

訴
訟
記
録
に
よ
る
と
、
男
性
は
二
〇
一
五
年
三
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
販
売
店
で
店
長
に
就
任
。【
動
詞
用
法
】
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外
来
語
を
表
記
す
る
専
用
の
片
仮
名
文
字
を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
韓

国
語
は
そ
の
よ
う
な
文
字
体
系
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
と
関
係
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

ま
だ
十
分
に
触
れ
き
れ
て
い
な
い
こ
と
と
し
て
は
、
両
言
語
に
お
け
る

品
詞
派
生
の
度
合
い
の
違
い
の
原
因
や
外
来
語
と
既
存
語
と
の
関
係
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
別
稿
で
詳
し
く
述
べ
る
こ
と
に

す
る
。

三
　
日
本
語
学
、
文
学
、
教
育
の
観
点
か
ら
見
た
借
用
語

本
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
趣
旨
は
、
こ
れ
か
ら
新
し
く
入
っ
て

く
る
言
葉
を
借
用
す
る
に
先
立
ち
、
既
存
の
使
用
状
況
を
広
く
見
渡
し
、

今
後
の
対
処
方
略
な
ど
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
趣
旨
を
踏
ま
え

て
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
が
次
の
題
目
に
関
す
る
内
容
を
発
表
し
た
。「
外
来

語
の
文
法
研
究
・
形
態
論
研
究
」（
田
川
氏
）、「『
伊
勢
物
語
集
註
』
に
お

け
る
漢
語
の
借
用
」（
安
氏
）、「
グ
ア
ン
の
教
授
法
を
借
用
し
た
山
口
喜

一
郎
の
日
本
語
教
授
法
―
台
湾
の
実
践
か
ら
韓
国
の
実
践
ま
で
―
」（
金

氏
）。そ

れ
ぞ
れ
の
発
表
内
容
を
簡
単
に
紹
介
す
る
と
、
田
川
氏
の
「
外
来
語

の
文
法
研
究
・
形
態
論
研
究
」
の
発
表
で
は
、
外
来
語
の
動
名
詞
と
接
辞

を
主
な
考
察
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
こ
か
ら
見
ら
れ
る
言
語
現
象
と

問
題
を
整
理
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
安
氏
の
「『
伊
勢
物
語

集
註
』
に
お
け
る
漢
語
の
借
用
」
の
発
表
で
は
、『
伊
勢
物
語
』
の
江
戸

前
期
の
注
釈
書
で
あ
る
『
伊
勢
物
語
集
註
』
か
ら
見
ら
れ
る
漢
語
を
、

『
伊
勢
物
語
』
先
行
旧
注
と
比
較
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
教

�

（
毎
日
新
聞
、
二
〇
一
八
年
一
月
十
八
日
）

（3c） �
佐
川
氏
は
喚
問
で
、
公
示
地
価
な
ど
「
オ
ー
プ
ン
な
話
を
す
る
こ

と
は
あ
る
」
と
軌
道
修
正
。【
形
動
用
法
】

�

（
毎
日
新
聞
、
二
〇
一
八
年
三
月
二
十
九
日
）

（4a） �

Ａ
씨
가 
일
하
는 

학
원
에 

전
화
해 

기
자
를 

사
칭
하
며 

인
터
뷰
를   

요
청
한 

적
도 
있
다
． 【
名
詞
用
法
】

　 �（
Ａ
さ
ん
が
働
い
て
い
る
塾
に
電
話
し
、
記
者
を
語
り
な
が
ら
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
お
願
い
し
た
こ
と
も
あ
る
。） 

�

（
동
아
일
보
、
二
〇
一
八
年
二
月
二
十
二
日
、
筆
者
訳
）

（4b） �

동
아
일
보 

취
재
팀
은 

현
재 
가
상
통
화
에 

투
자
한 

２
０
３
０
세

대 

10
명
을 

대
면 

또
는 

전
화
로 
인
터
뷰
했
다
．【
動
詞
用
法
】

　 �（
東
亜
日
報
の
取
材
チ
ー
ム
は
、
現
在
仮
想
通
貨
に
投
資
し
た
二
〇

三
〇
世
代
の
十
名
を
対
面
又
は
電
話
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。）

�

（
동
아
일
보
、
二
〇
一
八
年
一
月
十
一
日
、
筆
者
訳
）

さ
ら
に
、
日
韓
両
言
語
に
借
用
さ
れ
た
言
葉
の
一
部
は
、
原
語
に
は
存

在
し
な
い
新
し
い
用
法
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ
た
。
例

え
ば
、
動
詞
用
法
と
し
て
使
用
さ
れ
る
日
本
語
の
「
イ
メ
ー
ジ
す
る
」
と

韓
国
語
の
「
모
니
터
링
하
다
（m

onitoring-ha-ta

）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

原
語
に
お
け
る
動
詞
用
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「im

agine

」
と
「m

onitor
」

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
日
本
語
の
「
す
る
」
や
そ
れ
に
相
当
す
る
韓

国
語
の
「
하
다ha-ta

」
を
添
え
て
変
形
し
た
形
で
用
い
る
こ
と
が
観
察

で
き
た
。

最
後
に
、
文
字
・
表
記
の
側
面
で
は
、
日
本
語
は
外
来
語
の
数
量
詞
を

片
仮
名
で
表
記
す
る
傾
向
が
強
い
反
面
、
韓
国
語
は
そ
の
殆
ど
を
ロ
ー
マ

字
の
記
号
で
表
記
す
る
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、
日
本
語
が
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語
が
現
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
れ
ら
の
語
が
作
品
の
な
か
で
ど
の
よ
う
な

意
味
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
読
者
と
し
て
の
我
々
は
ど
の
程
度
理
解
し
て

い
る
の
か
と
い
っ
た
文
学
か
ら
の
研
究
成
果
も
言
語
や
教
育
分
野
に
十
分

反
映
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
教
育
分
野
か
ら
は
国
語
科
教
育

に
お
い
て
借
用
語
の
取
り
扱
い
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
実

際
の
教
育
現
場
で
ど
の
よ
う
に
教
育
さ
れ
る
も
の
な
の
か
、
経
験
的
な
も

の
も
含
め
、
教
育
研
究
・
教
育
者
の
視
点
か
ら
の
情
報
提
供
が
で
き
る
と

思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
三
つ
の
分
野
の
連
携
に
よ
り
、
あ
る
一
つ
の
分
野
の

ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
見
え
に
く
い
現
象
や
問
題
の
要
因
の
可
能
性
を
探
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
筆
者
の
外
来
語
研
究
の
意
義
を
再
考
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
一
方
、
今
後
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
新
し
い
語
が
ど
ん

ど
ん
浸
透
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
日
本
社
会
に
お
い
て
、
常
に
様
々
な

問
題
意
識
を
共
有
し
、
連
携
す
る
こ
と
に
よ
る
課
題
解
決
が
必
要
で
あ
る

と
判
断
さ
れ
る
。
特
に
、
三
つ
の
分
野
の
連
携
に
よ
っ
て
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
で
、
各
学
術
分
野
の
発
展
の
み
な
ら
ず
、
異
分
野
と
の
相
互
理

解
、
協
力
関
係
の
発
展
の
た
め
の
先
駆
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
学
界
に

は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

【
参
考
文
献
】

申
玟
澈
（
二
〇
一
〇
）「『
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト
ち
ゃ
ん
』
語
彙
か
ら
見
た
日
本
語
と
韓
国
語

の
語
彙
」
田
島
毓
堂
編
『
日
本
語
学
最
前
線
』
和
泉
書
院
六
十
三
頁
か
ら
七
十
九
頁

鈴
木
崇
史
・
景
浦
峡
（
二
〇
一
一
）「
名
詞
の
分
布
特
徴
量
用
い
た
政
治
テ
キ
ス
ト
分
析
」

『
行
動
計
量
学
』
第
三
十
八
巻
第
一
号 

八
十
三
頁
か
ら
九
十
二
頁

中
村
映
枝
（
一
九
六
八
）「
現
代
朝
鮮
語
の
辞
典
見
出
語
に
お
け
る
語
彙
の
分
布
状
況
」

『
朝
鮮
学
報
』
第
四
十
九
輯 

朝
鮮
学
会 

九
頁
か
ら
二
十
五
頁

育
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
金
氏
の
「
グ
ア
ン
の
教
授
法
を
借
用
し
た
山
口

喜
一
郎
の
日
本
語
教
授
法
―
台
湾
の
実
践
か
ら
韓
国
の
実
践
ま
で
―
」
の

発
表
で
は
、
借
用
の
範
囲
を
よ
り
広
く
捉
え
、
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
フ
ラ

ン
ソ
ワ
・
グ
ア
ン
の
言
語
教
授
法
を
山
口
喜
一
郎
が
ど
の
よ
う
に
受
け
入

れ
て
応
用
、
開
発
し
た
の
か
に
つ
い
て
指
摘
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

上
述
し
た
三
つ
の
発
表
と
は
考
察
対
象
が
若
干
異
る
が
、
借
用
し
た
教
授

法
を
基
に
台
湾
や
韓
国
に
日
本
語
を
普
及
す
る
点
で
、
台
湾
と
韓
国
の
側

か
ら
見
れ
ば
、
日
本
語
の
借
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
分
野
の
方
々
か
ら
多
面
的
な
話
題
提
供
を
し
て

い
た
だ
き
、
議
論
を
行
う
機
会
と
な
っ
た
こ
と
は
極
め
て
有
益
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
異
な
る
視
点
を
有
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
次
第
に

理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
思
わ
れ
る
。

四
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
成
果
と
今
後
に
向
け
て

今
回
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
借
用
語
が
各
分
野
に
お

い
て
重
要
な
問
題
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
す

な
わ
ち
、
借
用
語
が
日
本
社
会
に
重
要
な
位
置
づ
け
を
示
す
こ
と
が
示
唆

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
重
要
性
を
考
慮
す
る
と
、
言
語
と
文
学
、
そ
し

て
教
育
と
の
密
接
な
連
携
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
言
え

ば
、
ま
だ
受
容
さ
れ
て
い
な
い
新
し
い
言
葉
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
日

本
語
の
言
語
体
系
に
入
っ
て
く
る
の
か
、
ま
た
借
用
さ
れ
た
語
が
実
際
の

言
語
生
活
の
中
で
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、
言
語
研
究

か
ら
得
ら
れ
た
研
究
成
果
を
教
育
分
野
に
適
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
の
文
学
作
品
に
ど
の
よ
う
な
借
用
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松
井
利
彦
（
一
九
八
二
）「
漢
語
・
外
来
語
の
性
格
と
特
質
」
佐
藤
喜
代
治
編
　『
講
座
日

本
語
の
語
彙
２ 

日
本
語
の
語
彙
の
特
色
』
明
治
書
院
一
四
九 

頁
か
ら
一
七
七
頁

조
남
호
（
二
〇
一
四
）「
한
국
어
의 

외
래
어 

수
용
과 

대
응
」『
인
문
과
학
연
구
논
총
』
第

三
十
五
巻
三
輯 

명
지
대
학
교 

인
문
과
학
연
구
소 

十
三
頁
か
ら
三
十
八
頁

注（
１
） �

こ
こ
で
利
用
し
た
の
は
、
日
本
の
「
三
省
堂
ウ
ェ
ブ
デ
ィ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ー
」
と

「
コ
ト
バ
ン
ク
」、
韓
国
の
「
국
립
국
어
원 

표
준
국
어
대
사
전
（
国
立
国
語
院
標
準

国
語
大
辞
典
）」
と
「
국
립
국
어
원 

우
리
말
샘
（
国
立
国
語
院
ウ
リ
マ
ル
セ
ム
）」

で
あ
る
。
ウ
ェ
ブ
上
の
国
語
辞
書
を
用
い
た
理
由
は
、
紙
媒
体
の
辞
書
に
比
べ
て

比
較
的
新
し
い
外
来
語
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
た
め
で
あ
る
。

（
２
） �

日
韓
両
新
聞
に
お
け
る
総
文
字
数
が
異
な
る
た
め
、
外
来
語
全
体
の
頻
度
を
一
万

字
当
た
り
の
頻
度
に
換
算
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
本
語
二
十
七
、
韓
国
語
二
十

（
異
な
り
）、
日
本
語
九
十
四
、
韓
国
語
六
十
五
（
延
べ
）
で
あ
っ
た
。

（
３
） �

異
な
り
延
べ
比
は
、
標
本
に
含
ま
れ
て
い
る
語
彙
の
多
様
性
を
表
し
、
そ
の
値
が

大
き
い
ほ
ど
語
彙
の
多
様
性
が
高
い
（
鈴
木
・
影
浦 

二
〇
一
一
）。
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ボ
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